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６月２８日（木）第５回　検数労連１８夏季一時金闘争　


両協会、これ以上の修正回答は困難・・・。


不満が残るものの、これ以上の上積みは困難と判断し、


収拾に向けた機関手続きに入る旨を表明。


























【日検協会有額回答（最終）】


１．支給額


（１）職員、雇員


（本給＋家族手当）×2.0ヶ月＋都市加算＋α


（198,409円＋9,891円）×2.0ヵ月＋40,330円＋α


全国平均456,930円＋α


（2）試用期間中の職員


｛（本給＋家族手当）×2.0ヵ月＋都市加算＋α｝


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×0.8×在籍日数／180日





２．支給日　平成30年７月10日（火）





３．支給対象者　平成３０年７月10日現在、在籍の職員、雇員


以上




















　６月２８日（木）第５回検数労連１８夏季一時金交渉で、組合は要求との関係では未到達となっている点や、要求していない部分での回答などの修正を両協会に求め、交渉を行いました。


　両協会の『修正不可』という回答の説明は要旨、次の通りとなります。





【日検協会】


　前回の交渉で、組合より修正回答を求められ、今日まで様々な角度から検討を重ねて出し切った結果の回




























































































答であり、現回答をもって判断を願いたい。





【全日検】


　前回の交渉で有額回答を提示したが、組合から家族手当・地域年齢手当の算式化、特別評価の全体配分等に修正するよう求められ、今日まで検討を重ねたが、昨夏を上回っている回答を提示していることや、組合要求に沿う形で乗率を重視した回答となっていることを理解願いたい。


　












































































































































































































































【全日検有額回答（最終）】


１．支給額


（１）算　　式（本給＋役付）×乗率＋一律＋α


　　　職員平均（209,571円）×1.558＋79,363円＋α


全国一人平均405,875円＋α


①　一　律　　　　　　　　1年未満　全国一律　　63,000円


　　　　　　　　　　　　　　5年未満　全国一律　　70,000円


　　　　　　　　　　　　　10年未満　全国一律　　72,500円


　　　　　　　　　　　　　15年未満　全国一律　　75,000円


　　　　　　　　　　　　　20年未満　全国一律　　77,500円


　　　　　　　　　　　　　20年以上　全国一律　132,000円


　②　α　　＝　調整加算


　③　α　　＝　特別評価　　5,000円





（2）その他身分


　①　見習職員　　　　　　　　　　　　全国一律　　80,000円


　②　準職員　　　　　　　半年未満　　全国一律　　30,000円


　　　　　　　　　　　　　1年未満　　全国一律　　60,000円


　　　　　　　　　　　　　5年未満　　全国一律　　80,000円


　　　　　　　　　　　　10年未満　　全国一律　 100,000円


                        10年以上　　全国一律　 110,000円


  ③　契約雇員　　　　　　　　　　　  全国一律   120,000円





２．支給日：　２０１８年７月１０日（火）ただし、５銀行営業日までの妥結意思表明を条件とする。　　　　　　　　　　


　　以上















































【組合主張】


　組合は両協会の回答に対し、休憩を挟み内容を検討。両協会に対し、次のような主張を行い、収拾に向けた機関手続きに入る旨を表明しました





【日検協会に対して】


　一時金総額が昨夏比を多数の支部で大きく下回っており、不満である。


収益状況による回答額の乱高下は不満が残る。


【全日検に対して】

































































































































































改めて差別的要素を含んでいる『特別評価』については、不満である。


一時金総額での全国的な格差は容認できない。





【両協会に対して】


　修正回答および諸要求の前進がされず不満が残る。


　以上をもって、回答内容に不満は残るものの、これ以上の修正は困難と判断し、収拾に向けた機関手続きに入る旨を表明した。












































次回交渉：第６回検数労連１８夏季一時金交渉　７月３日（火）１４：００～


１８夏季一時金中闘見解に対する意見を７月３日（火）正午までにお願いします。


なお、職場での意見集約に関する集会は、３０分を限度とすること。


























　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


